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第１１回教育研究評議会議事要録 
 
１ 日  時  令和７年２月１２日（水） １３時２３分～ １３時４８分 
 
２ 場    所  Ａ３会議室（共通研究Ａ棟６階） 
 
３ 出 席 者  佐古議長，梅津評議員，美馬評議員，田中（弘）評議員，菊池評議員，

速水評議員，原評議員，秋田評議員,小澤評議員，吉井評議員， 

       福井評議員，久我評議員，田中（大）評議員，原田評議員， 

       栗原評議員，塩路評議員 
欠 席 者 なし 

  陪 席 者  藤本監事，真鍋監事 
 
４  審議事項 

（１）客員教授称号付与の選考開始について       【資料１－１～１－２】 

 梅津評議員から，資料１―１及び１－２に基づき，客員教授称号付与の選考

開始について説明があり，審議の結果，原案のとおり選考開始を承認した。 
 
 

（２）経営協議会委員の選考について          【資料２，参考資料１】 

佐古議長から，資料２に基づき，経営協議会学外委員の選考について説明が

あり，審議の結果，原案のとおり７名を経営協議会委員として承認した。 
 

 

（３）その他 
特になし 

 
５ 報告事項 

 （１）「教師のための AI・DS 研究開発センター」の設置について  【資料３】 

     佐古議長及び田中評議員から，資料３に基づき，地域連携センター及び予防

教育科学センターを統合し，令和７年４月から新たに「教師のための AI・DS
研究開発センター」を設置する旨の報告があった。 

     なお，本センター設置に係る諸規則改正は，３月開催の教育研究評議会で審

議願う旨の説明があった。 
 

     

 （２）令和６年度追跡調査について                 【資料４】 

     速水評議員から，資料４に基づき，令和６年度追跡調査にかかる調査結果の

概略について，報告があった。 
     なお，本調査は，教員としての資質・力量観，卒業（修了）後の動向等を在
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学時及び卒業（修了）後５年毎に継続的にアンケート調査を行い，調査結果を

分析し，本学の教育内容の改善に活かすことを目的としたものであり，調査結

果の分析は，データが蓄積された後，令和７年度の調査終了時点において検証

する旨の説明があった。 

 
 

（３）令和７年度各種学内会議委員の選出について     【資料５－１～５－３】 

     佐古議長から，資料５―１～５－３に基づき，令和７年度の学内各種委員会

委員を推薦願う旨の報告があった。 
 また，令和７年度役職員のうち，特命補佐の一部変更について報告があった。 

 
 

（４）その他  
特になし 

 
  ○３月開催の総務委員会及び教育研究評議会の開催は，合同形式により 
   ３月１３日（木）１３時１０分から開催予定。 


